
少子化 

核家族化 

地域社会との絆が薄い 

ヨット競技を通じた青少年の健全な育成 

ヨット競技により得られる“力” 
 ・忍耐力 

 ・探求力 

 ・持久力 

 ・応用力 

 ・結束力 

ヨット競技において考慮すべき事項 

（自然） 
・風----風向、強弱 

・潮----流れ 

・波----高さ 

 

（操船） 
・トリム、速度、乗る位置、メンテ 

 

（その他） 
・メンタル 

・ルール 

国際舞台で活躍するジュニアセイラーの育成 

親子、地域社会でヨット競技を通し青少
年の健全な育成を図る 

親子で楽しむ→競技を楽しむ、競技力を向上する→深まる絆 

地域社会で育む→ヨットクラブで育む 親以外の大人との接点 

・礼節（あいさつ、感謝、お礼） 

本クラブは、青少年にヨットに親しむ機会と環境を与え、経験・実績
ある指導者によるヨットの基礎訓練、競技を通じ、スポーツマンシッ
プ、シーマンシップを養い、心身ともに模範的なセイラーの育成を通
じ、健全な青少年育成を目的とする。 

1. 藤沢市青少年セーリングクラブ設立の目的 

【目的】 

藤沢市にある貴重な資産  → “ 海 ” 
海を媒介とした青少年の健全な育成の手段として、藤沢市にある「湘南港・江ノ島ヨット 
ハーバー」を拠点として青少年の育成を図る 

ヨットとは、子供たち自身が海上で様々な責任をもつ船長 

となり船を操船し、出発から到着を自分自身で安全に行わな
ければならない。 

運動能力のみならず、 
 
自立心、協調性、自主性、礼節、忍耐力、探究心、 
コミュニケーション能力 の向上を図ることができる。 



２. 藤沢市青少年セーリングクラブの目指す方向性 

国際舞台で活躍する 

ジュニアセイラーの育成 
所属選手の主な活躍 
2003年 ヨーロッパ選手権出場 
2005年 アジアセーリングチャンピオンシップ出場 
2006年 アジア選手権出場 
2007年 アジア選手権出場 
2009年 アジア選手権出場 
2010年 アジア選手権・北米選手権出場 
2011年 北米選手権出場 
2012年 アジアセーリングチャンピオンシップ・アジア選手権出場 

一定の成果をあげる 

次のステージへ 

・藤沢市の江ノ島ヨットハーバーで生涯ヨット競技を楽しむ人材の育成 
・生涯ヨット競技を楽しむための環境づくり 

○ヨットを生涯楽しむ基礎作りを子供時代に！ 

○レース活動を通した国際交流とセーリングを
通じた地域交流の推進 

設立当初の目標 



３. 生涯楽しむ基礎作りとは 

まず安全に楽しむ環境整備 安全に楽しむためには何が必要か 

安全 

速く走る技術 
○どんな環境においても 
 早く帰港できる技術 
○レース参加による習熟 
 のチェックと確認 

シーマンシップの理解と習得 

インフラの整備 
○レスキューボートをはじめとした 
 レスキュー体制 
○艇や艤装品のクオリティを保持できる置場 

自然の理解、学習 
  ○風、潮、波、気象、天候予測 

 

ルールの遵守 
○一般常識、ヨットルール 

サポート体制の充実 
○機材、コーチングルームの充実 
○指導者以外の練習運営支援体制 

優秀な指導者 
○成績重視ではなく、基礎重視 
○ペイドコーチは成果主義となりレース結果重視に 
 なりがちなため、ボランティアが原則 

これら、様々な環境整備が必要 


